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―高校の探究をどう評価し、
　　大学での学び・研究へどうつなげるか―

新潟医療福祉大学 高大接続研修会

プログラム

オンライン ［事前申込制］

本研修会では、特色ある探究実践と大学での
研究活動を通して、「探究の成果とは何か」を
考えます。
探究のプロセスにおける学びや生徒の
変化に目を向け、成果をどう捉え、評価し、
次の学びへつなげるかを考察します。

／ mail:oc@nuhw.ac.jp
大学HPはこちら

お申込みはこちら

開会・学長挨拶��:��～
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「探究の成果をどう捉えるか」

「探究の成果は、その後どう生きるか」

「公立校における
探究活動の実践と高大接続」

テーマ：「探究の成果は、いつ現れるのか？」

閉会

休憩

芝浦工業大学柏中学高等学校｜SSH第Ⅲ期指定校

神山まるごと高等専門学校｜私立高等専門学校

プログラム内容時間

新潟県立新発田高等学校｜SSH第Ⅲ期指定校
社会の諸課題に挑む「未来の俊傑」の育成を目指し、地域・学問・進路を
段階的につなぐ3年間の系統的な探究を展開しています。 
データに基づく高度な課題研究や先進ツールの活用を通じ、
生徒の確かな探究力を育んでいます。

詳細はこちら

※大学教員も交えた４者によるディスカッション

参加費
無料

Zoom

第�部

第�部

第�部

全体をつなぐクロストーク＆Q&A

芝浦工業大学柏中学高等学校 教諭（数学・探究）
SSH 統括室
越野 貴嗣 氏

神山まるごと高専　デザイン・エンジニアリング学科
講師　数学・テクノロジー教育
山本　周 氏

新潟県立新発田高等学校　探究部
SSH推進委員　数学科
太田 雄介 氏

SSH第Ⅲ期指定の理数・探究教育の先進校。
「SSコンピテンシー」やルーブリック評価を独自に開発・実践し、

探究のプロセスをどう評価するかに取り組んでいます。

2023年開校。「テクノロジー×デザイン×起業家精神」を掲げる全寮制高専。
「自ら問いを立て、試し、磨く」PBLを教育の核とし、

正解のない問いへの試行錯誤や社会とのつながりを重視しています。


